
宇津木台 森遊会 実施報告 

 「第６回定例活動」   

実施日 

場 所 

2021年 9月 26（日）10:00～12:30 

宇津木台緑地（八王子市久保山町２－１） 

天候：晴れ 記録：金森 

参加者 参加者：6名（男性 4、女性 2）矢島、野原、中村（弘）、吉川、中野、井手 

インストラクター：金森 

実施内容 

活動１１年目の第六回目。ようやく涼しくなって蚊は元気がない。一方、荒れた雑木林は蜂が巣をつ

くり易く、この時期は細心の注意が必要だ。蜂が舞い、羽音がしたらすぐに撤収するしかない。 

生垣の終点はカーブになっており手付かずの状況、カーブの先が全く見えない、公園としてはよくな

い状態だ。抜本的に改善することにした。剪定ではなく皆伐する。但し、数センチは残るので数年後に

は生垣が復活する。 

約１時間ですっきりしたエリアとなった。不審者が捨てた空き缶が大量に出てきたので回収する。 

途中参加のメンバーが差し入れたアイスで一休み、前回、クーラーボックスを二重にして持ち込んだ

が微妙に融けていたので、途中参加であれば融けていないものが食べられるといういいアイデアだ。 

 あまりにも綺麗になったので次回をどうするか思案する。伐ったものを積んだ斜面を下まで綺麗にし

てはどうだろうか。前回から３年程が経ち、荒れ始めている。育った低木は残す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 ・怪我、ヒヤリハットなし。 ・ボランティア袋小１個を指定の場所に置く。 

宇津木台森遊会のホームページ  http://utsukidai.com/ 

No.2021-06  

    
中は薄暗く笹も枯れる状況     不審者もいたようだ         徐々に明るくなっていく         太いものは後日チェンソウで 

    
途中参加のメンバーからの差し入れで一休み                およそ１時間で全く違う光景になった 

公園らしく                お疲れさまでした           次回はどうするか            備品置き場をチェック 

  

    
生垣の終点は手つかずのため皆伐する  また伸びてくるはずだ    先が見えないほど繁茂している   外と中から攻める 
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